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このような場所への設置は絶対に
行わないでください
火災・感電のおそれがあります。

一般社団法人 電子情報技術産業協会
〒100-0004 東京都千代田区大手町1-1-3大手センタービル

http://www.jeita.or.jp/japanese/

P1P4

ホームページ「製品を安全にお使いいただくために」もご覧下さい。
http://www.jeita.or.jp/japanese/anzen/index.html

水滴・蒸気、油煙が当たる場所
風呂場、調理場、加湿器の近くなど
水、湿気の多い場所

ホットカーペットの上やコタツの中など高温になる場所
布や布団、毛布などで覆われた熱のこもる場所

キャンドルなどの裸火が近くに
ある場所

暖房機の熱が直接あたる場所

取扱説明書・付属品について
ご使用の前に取扱説明書をお読みいただき、
正しく安全にご使用ください。
また、取扱説明書・付属品は、大切に保管して
ください。

リコール対象品とは知らずに使用しての事故が発生しております。
ご使用の製品がリコール対象品でないことを確認お願いします。
＜参照＞ JEITAホームページ「リコール製品にご注意！」
http://www.jeita.or.jp/japanese/anzen/recell/index.html

禁止

リチウムイオン蓄電池は廃棄しないでください。
再資源化が義務化されています。廃棄せずリサイクル協力店に持参してください。
※一般ごみでの廃棄はできません。破裂や火災のおそれがあります。

http://www.jeita.or.jp/japanese/
http://www.jeita.or.jp/japanese/anzen/index.html
http://www.jeita.or.jp/japanese/anzen/recell/index.html


電源コードは正しくお使いください
火災・感電のおそれがあります。

このような場合は、安全のため、
電源プラグをコンセントから
抜いてください
火災・感電のおそれがあります。

このような症状がある場合は、
危険ですのでただちに電源を切り、
電源プラグをコンセントから
抜いてください
火災・感電・やけどのおそれがあります。
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電源コードの栓刃が変形
していたり、電源コードが
損傷している場合

コンセントに差したプラグに
たまったほこりを掃除する場合

旅行などで長期間ご使用にならない場合
（留守中の万が一の火災の防止です）
※録画予約機器を除く

お手入れをする場合

電源コードを引っ
張らないでください

たこ足配線を
しないでください

煙がでたり、異臭がしたり、
手が触れられないほど熱い場合

濡れた手で電源プラグに
触らないでください

濡れた手は
危険！

家具等で電源コードを
踏まないでください

断線・
スパーク ×

ケーブルに無理な力を
加えないでください

お願い
電源プラグを抜く

電源プラグを抜く


